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衆
議
院
議
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保
坂
展
人
君
提
出
大
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に
関
す
る
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、
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送
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一
の
（
2
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
に
つ
い
て 

1 

「
綱
紀
の
厳
正
な
保
持
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
九
日
付
け
蔵
秘
第
二
七
九
六
号
大
蔵
省
大
臣
官
房 

 

長
通
達
）
（
別
添
一
） 

戦
後
、
綱
紀
粛
正
を
図
る
た
め
に
大
蔵
省
に
お
い
て
発
出
さ
れ
た
通
達
等
は
九
十
一
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
例
年
年
末

の
時
期
等
に
発
出
さ
れ
る
通
達
及
び
政
府
の
方
針
に
従
っ
て
発
出
さ
れ
る
通
達
を
除
き
、
主
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 御

質
問
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
九
十
六
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
の

規
定
及
び
同
法
第
百
六
条
等
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
人
事
院
規
則
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

会
計
検
査
院
に
よ
る
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
対
す
る
検
査
で
判
明
し
た
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
出
張
等
に
よ
る
不
正
経
理
問
題

に
関
連
し
て
、
大
蔵
省
職
員
が
他
省
庁
等
か
ら
接
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
、
世
の
批
判
を
受
け
た
こ
と
を

背
景
と
し
て
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
職
務
上
の
関
係
者
か
ら
の
会
食
等
へ
の
招
待
や
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
に
は
原
則 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
大
蔵
省
不
祥
事
と
疑
惑
解
明
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

3 

「
大
蔵
省
職
員
倫
理
規
程
Ⅰ
及
び
Ⅱ
」
（
平
成
八
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
大
蔵
省
訓
令
第
五
号
）
（
別
添
三
） 

 
 

 

一
部
公
務
員
の
不
祥
事
が
続
き
、
行
政
及
び
公
務
員
全
体
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、 

 

「
行
政
及
び
公
務
員
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
十
二
月
十
九
日 

2 

「
綱
紀
の
厳
正
な
保
持
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
五
月
二
十
五
日
付
け
蔵
秘
第
二
〇
〇
七
号
大
蔵
省
大
臣
官
房
長
通 

達
）
（
別
添
二
） 

大
蔵
省
職
員
が
、
私
的
な
交
際
の
問
題
と
は
い
え
、
東
京
協
和
信
用
組
合
理
事
長
か
ら
供
応
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ 

 

り
、
社
会
的
批
判
を
受
け
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
職
務
上
の
関
係
者
と
の
交
際
に
つ
い
て
、 

 

会
食
等
へ
の
招
待
や
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
に
は
原
則
と
し
て
応
じ
な
い
こ
と
、
歳
暮
、
中
元
等
の
提
供
が
な
さ
れ
る
よ
う 

 

な
場
合
に
は
、
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
職
務
上
の
関
係
者
以
外
の
者
と
の
交
際
に
つ
い
て
も
、 

 

綱
紀
の
保
持
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
て
い 

る
。 

と
し
て
応
じ
な
い
こ
と
、
歳
暮
、
中
元
等
の
提
供
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
等
を
定 

 
め
て
い
る
。 

四 

 



 

一
の
（
4
）
に
つ
い
て 

一
の
（
3
）
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
の
通
達
が
発
出
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
職
員
一
同
深
く
反
省
し
、
綱
紀

の
保
持
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
一
部
に
緊
張
感
に
緩
み
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。 

事
務
次
官
等
会
議
申
合
せ
）
に
基
づ
き
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
業
者
等
と
の
接
触
等
に
関
し
て
、
具
体
的
な
禁 

 
止
事
項
、
違
反
に
対
す
る
処
分
、
本
省
庁
課
長
相
当
職
以
上
の
職
員
に
対
す
る
特
別
の
遵
守
措
置
、
大
蔵
省
職
員
倫
理
規 

 

程
の
実
効
担
保
体
制
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
業
者
等
以
外
の
者
と
の
私
的
な
交
際
に
つ
い
て
も
、
綱
紀
の
保
持
の 

 

観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
関
係
業
者
等
と
の
接
触
等
に
関
す
る
定
め
に
準
ず
る
も
の
と
す 

る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。 

大
蔵
省
職
員
倫
理
規
程
（
以
下
「
倫
理
規
程
」
と
い
う
。
）
は
、
関
係
業
者
等
と
の
間
で
会
食
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と 

 
 

定
め
る
と
と
も
に
、
職
務
と
し
て
必
要
な
会
議
等
に
お
い
て
会
食
を
す
る
場
合
等
、
例
外
と
し
て
行
う
場
合
は
、
服
務
管
理

官
に
事
前
に
届
け
出
て
、
そ
の
了
承
を
得
る
も
の
と
す
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
自
己
の
飲
食
代
を
負
担
し
な
い
で 

五 

 



 

一
の
（
6
）
に
つ
い
て 

一
の
（
5
）
に
つ
い
て 

会
食
を
行
っ
た
例
と
し
て
は
、
一
般
に
広
く
招
待
さ
れ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
対
価
を
支
払
う
こ
と
が
他
の
参
加
者
と
の
関

係
等
か
ら
か
え
っ
て
社
会
通
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
出
席
す
る
場
合
や
、
職
務
上
の
意
見
交
換
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ 

て
、
場
所
、
内
容
等
が
社
会
的
批
判
を
招
か
な
い
よ
う
な
会
食
に
出
席
す
る
場
合
が
あ
る
。 

倫
理
規
程
の
制
定
以
後
、
関
係
業
者
等
か
ら
の
差
し
入
れ
に
つ
い
て
の
届
出
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
、
差
し

入
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
大
臣
官
房
金
融
検
査
部
、
証
券
局
、
銀
行
局
等
の
金
融
行
政
に

関
連
す
る
部
局
の
課
長
補
佐
以
上
に
相
当
す
る
職
に
在
職
し
た
こ
と
の
あ
る
職
員
に
対
し
、
過
去
五
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
等
の
関
係
業
者
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
差
し
入
れ
の
有
無
を
含
め
調
査
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
家
族
関
係
、
個
人
的
友
人
関
係
等
に
基
づ
く
私
生
活
面
に
お
け
る
行
為
で
あ
っ
て
職
務
に
関
係
の
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
同
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

関
係
業
者
等
と
の
間
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
は
、
倫
理
規
程
第
五
条
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

六 

 



 

一
の
（
7
）
に
つ
い
て 

田
谷
廣
明
氏
に
つ
い
て
は
、
東
京
協
和
信
用
組
合
の
当
時
の
理
事
長
で
あ
る
高
橋
治
則
氏
か
ら
会
食
、
ゴ
ル
フ
等
の
供
応

を
受
け
て
い
た
ほ
か
、
平
成
二
年
夏
に
高
橋
氏
の
所
有
す
る
自
家
用
飛
行
機
で
香
港
旅
行
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
七
年
三
月
十
三
日
付
け
で
訓
告
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
東
京
税
関
長
の
職
か
ら
更
迭
し
、
大
臣
官
房

付
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

中
島
義
雄
氏
に
つ
い
て
は
、
東
京
協
和
信
用
組
合
の
当
時
の
理
事
長
で
あ
る
高
橋
治
則
氏
か
ら
会
食
、
ゴ
ル
フ
等
の
供
応

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
七
年
三
月
十
三
日
付
け
で
訓
告
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

と
を
許
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
同
契
約
書
に
関
連
し
、
窪
田
邦
夫
氏
と
そ
の
共
同
事
業
者
と
の
間
の
清
算
金
の
受
渡
し
の
場

と
し
て
主
計
局
次
長
室
を
提
供
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
七
年
七
月
二
十
八
日
に
財
政
金
融
研
究
所
長
の
職

か
ら
更
迭
し
、
大
臣
官
房
付
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
島
氏
は
同
日
付
け
で
辞
職
し
て
い
る
。 

な
お
、
そ
の
後
、
中
島
氏
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
在
職
中
に
、
知
人
か
ら
極
め
て
多
額
の
贈
与
等
を
受
け
て
い
た
こ
と
及

び
こ
れ
に
関
す
る
税
務
申
告
を
長
期
間
怠
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

そ
の
後
、
中
島
氏
に
つ
い
て
は
、
冬
虫
夏
草
ド
リ
ン
ク
に
関
す
る
契
約
書
に
署
名
捺な

つ

印
し
、
自
ら
の
名
前
を
利
用
す
る
こ 

七 

 



 

一
の
（
10
）
に
つ
い
て 

一
の
（
9
）
に
つ
い
て 

一
の
（
8
）
に
つ
い
て 

紀
律
保
持
委
員
会
は
、
大
蔵
省
職
員
の
紀
律
保
持
を
徹
底
し
、
そ
の
状
況
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点
、
改
善
す
べ

き
点
等
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
個
別
に
職
員
の
状
況
把
握
を 

行
っ
て
は
い
な
い
。 

平
成
六
年
十
二
月
、
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
の
会
長
会
社
で
あ
っ
た
第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
、
佐
藤
誠
一
郎
大

蔵
省
銀
行
局
保
険
部
保
険
第
一
課
課
長
補
佐
（
当
時
）
に
対
し
、
保
険
業
法
改
正
作
業
等
に
関
連
し
て
緊
急
に
連
絡
を
取
る

必
要
が
頻
繁
に
生
じ
た
た
め
、
連
絡
手
段
と
し
て
携
帯
電
話
の
貸
与
の
申
し
出
が
な
さ
れ
、
同
人
は
、
携
帯
電
話
一
台
の
貸

与
を
受
け
て
使
用
を
開
始
し
、
平
成
七
年
六
月
に
同
局
銀
行
課
へ
異
動
し
た
後
も
使
用
を
継
続
し
て
い
た
が
、
平
成
八
年
七

月
末
に
関
東
信
越
国
税
局
へ
異
動
し
た
後
に
、
携
帯
電
話
を
同
社
に
返
却
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
料
金
の
清
算
を 

 

行
っ
た
。 

御
指
摘
の
篠
沢
元
事
務
次
官
の
言
葉
は
、
大
蔵
省
職
員
に
厳
粛
に
受
け
止
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。 八 

 



 

こ
の
事
件
を
踏
ま
え
て
、
保
険
部
の
他
の
職
員
に
対
し
携
帯
電
話
の
無
償
貸
与
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
、
保
険
業
法
改
正
作
業
等
に
関
連
し
て
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か 

 

ら
、
平
成
六
年
十
二
月
六
日
か
ら
平
成
七
年
六
月
十
四
日
ま
で
の
間
、
携
帯
電
話
一
台
が
保
険
第
一
課
に
対
し
て
貸
与
さ 

 

れ
、
同
課
の
職
員
が
こ
れ
を
随
時
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
の
間
の
料
金
の
清
算
を
行
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
基
づ
き
、
平
成
八
年
八
月
三
十
日
付
け
で
、
行
為
者
で
あ
る
佐
藤
誠
一
郎
関
東
信
越
国
税
局
調

査
査
察
部
長
（
当
時
）
に
対
し
訓
告
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
に
気
付
か
ず
、
部
下
職
員
の
指
導
監
督
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
同
日
付
け
で

監
督
者
に
対
し
て
次
の
処
分
を
行
っ
た
。 

な
お
、
金
融
行
政
に
関
連
す
る
部
局
の
課
長
補
佐
以
上
に
相
当
す
る
職
に
在
職
し
た
こ
と
の
あ
る
職
員
に
対
し
、
過
去
五 

処
分
当
時 

大
臣
官
房
金
融
検
査
部
管
理
課
長
（
元
銀
行
局
銀
行
課
長
） 

 
 

 

村
木 

利
雄 

「
口
頭
厳
重
注
意
」 

処
分
当
時 

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
特
別
調
査
課
長
（
元
銀
行
局
保
険
部
保
険
第
一
課
長
） 

処
分
当
時 

銀
行
局
長
（
元
銀
行
局
保
険
部
長
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口 

公
生 

「
口
頭
厳
重
注
意
」 

滝
本 

豊
水 

「
口
頭
厳
重
注
意
」 

九 

 



 

一
の
（
13
）
に
つ
い
て 

一
の
（
11
）
及
び
（
12
）
に
つ
い
て 

年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
関
係
業
者
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
物
品
等
の
無
償
貸
与
の
有
無
を
含
め
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
服
務
管
理
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
る
官
房
長
と
し
て
、
結
婚
祝
い
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
親
し

く
も
な
い
人
物
か
ら
、
美
術
品
と
い
っ
た
価
格
の
判
然
と
し
な
い
品
物
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
、
や
や
不
注
意
の
そ
し
り
を

免
れ
な
い
と
し
て
、
平
成
九
年
一
月
三
十
日
付
け
で
口
頭
厳
重
注
意
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
処
分
は
適
正
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

涌
井
洋
治
大
蔵
省
主
計
局
長
が
大
蔵
省
大
臣
官
房
長
在
任
中
に
関
係
業
者
等
に
該
当
し
な
い
石
油
卸
商
泉
井
純
一
氏
か
ら

受
け
取
っ
た
版
画
は
、
結
婚
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
行
為
自
体
は
、
平
成
七
年
五
月
二

十
五
日
に
発
出
さ
れ
た
通
達
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

薄
井
信
明
大
蔵
省
主
税
局
長
（
当
時
）
は
、
平
成
七
年
及
び
平
成
八
年
に
国
会
議
員
が
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
に
基
づ
く
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
際
に
講
師
と
し
て
出
席
し
、
税
制
改
正
等
に
つ
い 

一
〇 

 



 

一
の
（
14
）
に
つ
い
て 

て
の
講
演
を
行
っ
た
。 

大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
の
ほ
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
矯
正
措
置
と
し
て
、
「
訓
告
」
、 

 

「
文
書
厳
重
注
意
」
及
び
「
口
頭
厳
重
注
意
」
が
あ
る
。
「
訓
告
」
、
「
文
書
厳
重
注
意
」
及
び
「
口
頭
厳
重
注
意
」
は
、 

 
 

 
 

 

職
員
が
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
対
し
、
指
揮
監
督
の
権
限
を
有
す
る
上
級
の
職
員
が
、
当
該

職
員
の
職
務
履
行
の
姿
勢
を
正
し
、
将
来
の
職
務
の
改
善
向
上
を
図
る
た
め
に
、
監
督
上
の
具
体
的
措
置
と
し
て
行
う
も
の

で
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
第
九
十
八
条
に
い
う
上
司
の
職
務
上
の
命
令
及
び
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
十
条
に
い
う
行
政
機
関
の
長
が
職
員
の
服
務
を
統
督
す
る
権
限
に
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
書
厳
重
注

意
は
、
注
意
の
内
容
が
文
書
で
本
人
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
口
頭
厳
重
注
意
は
、
注
意
の
内
容
が
口
頭
で 

講
演
当
時
、
同
人
に
当
該
パ
ー
テ
ィ
ー
が
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う

な
行
為
は
、
政
治
的
行
為
を
禁
止
又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
公
務
員
が
政
治
的
行
為
を
行
っ
た
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
か
ね

な
い
も
の
で
あ
り
、
不
注
意
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
九
年
一
月
三
十
日
付
け
で
文
書
厳
重
注
意
処
分
を 

 

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
処
分
は
適
正
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

一
一 

 



 

一
の
（
15
）
に
つ
い
て 

二
の
（
2
）
に
つ
い
て 

二
の
（
1
）
に
つ
い
て 

大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
行
政
組
織
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
幹
部
職
員
が
定
年
前
に
退
職
し
て
後
進
に
道
を
譲
る

と
い
う
早
期
退
職
慣
行
が
あ
り
、
こ
れ
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
職
員
の
退
職
に
当
た
り
、
退
職
者
本
人
や
民
間
企
業
等
か
ら

要
望
の
あ
る
場
合
に
は
、
人
事
担
当
者
が
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
再
就
職
を
行
う
か

ど
う
か
は
、
本
人
と
当
該
民
間
企
業
等
の
合
意
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

本
人
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
書
厳
重
注
意
は
、
口
頭
厳
重
注
意
に
比
べ
、
注
意
を
促
す
度
合
い
が
厳
し
い
も
の
で

あ
る
。 

「
大
蔵
同
友
会
」
は
、
大
蔵
省
を
退
職
し
た
者
が
任
意
で
作
っ
て
い
る
親
ぼ
く
団
体
で
あ
り
、
「
霞
桜
会
」
は
大
蔵
省
金 

 

融
検
査
部
に
在
籍
し
た
こ
と
の
あ
る
者
が
任
意
で
作
っ
て
い
る
親
ぼ
く
団
体
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ 

処
分
を
受
け
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
程
度
に
応
じ
て
、
昇
給
が
延
伸
さ
れ
、
あ
る
い
は
勤
勉
手
当
の
支
給
額
が
低

く
な
る
等
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。 

一
二 

 



 

二
の
（
6
）
に
つ
い
て 

二
の
（
5
）
に
つ
い
て 

二
の
（
4
）
に
つ
い
て 

二
の
（
3
）
に
つ
い
て 

退
職
し
た
公
務
員
を
雇
用
す
る
企
業
や
団
体
の
意
向
は
、
大
蔵
省
と
し
て
は
個
別
具
体
的
に
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
当

該
人
物
の
経
験
や
能
力
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
自
己
の
事
業
活
動
に
活
用
す
る
た
め
に
雇
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い 

る
。 退

職
者
の
再
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
大
蔵
省
が
調

査
し
た
こ
と
は
な
い
。 

大
蔵
省
に
お
い
て
、
職
員
が
企
業
や
団
体
に
再
就
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
の
執
行
に
ゆ
が
み
が
生
じ
た
事
例
が 

 

あ
っ
た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。 

い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

公
務
員
の
再
就
職
は
、
国
家
公
務
員
法
の
規
定
等
に
従
っ
て
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、 

一
三 

 



 

三
の
（
1
）
に
つ
い
て 

二
の
（
7
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
「
特
殊
法
人
等
の
整
理
合
理
化
に
つ
い 

 

て
」
（
平
成
九
年
十
二
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
特
殊
法
人
等
の
役
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
の
俸
給
額 

 

よ
り
低
く
な
る
よ
う
再
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
特
殊
法
人
等
相
互
間
に
お
け
る
役
員
の
た
ら
い
回
し
的
異
動

（
い
わ
ゆ
る
「
渡
り
」
）
に
つ
い
て
は
、
真
に
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
一 

 
 

回
限
り
と
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
住
専
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
民
間
金
融
機
関
の
役
職
員
へ
の
大
蔵
省
出

身
者
の
再
就
職
が
、
金
融
行
政
の
基
本
方
針
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
い
だ
か
せ
る
一
因
と 

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
八
年
六
月
、
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
規
制
に
加
え
、
幹
部
職
員
に
つ
い
て
、
民
間
金

融
機
関
の
役
員
へ
の
再
就
職
の
自
粛
措
置
（
別
添
四
）
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
遵
守
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

日
本
道
路
公
団
の
井
坂
武
彦
理
事
（
当
時
）
は
、
日
本
道
路
公
団
の
発
行
す
る
政
府
保
証
付
き
外
貨
道
路
債
券
の
引
受
け 

一
四 

 



 

四
の
（
1
）
及
び
（
3
）
に
つ
い
て 

三
の
（
3
）
に
つ
い
て 

三
の
（
2
）
に
つ
い
て 

に
関
す
る
収
賄
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
先
般
、
公
訴
の
提
起
が
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
大
蔵
省
に
お
い
て
は
、

現
時
点
で
は
、
金
融
検
査
部
長
在
職
期
間
中
も
含
め
て
同
人
の
大
蔵
省
在
職
中
の
職
務
の
内
容
や
接
待
の
有
無
な
ど
に
つ
い

て
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
大
蔵
省
在
職
中
の
職
務
執
行
に
関
し
具
体
的
な
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の

当
時
の
事
情
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
所
存
で
あ
る
。 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
長
年
大
蔵
省
に
勤
務
し
て
い
た
者
が
こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
し
、
誠
に
残
念
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 大

蔵
省
は
、
井
坂
前
理
事
が
大
蔵
省
を
退
職
す
る
に
際
し
て
、
同
人
か
ら
再
就
職
先
の
紹
介
に
つ
い
て
の
要
請
が
あ
っ
た

た
め
、
日
本
道
路
公
団
へ
の
再
就
職
を
あ
っ
せ
ん
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
臣
官
房
金
融
検
査
部
、
証
券
局
、
銀
行
局
等
の
金
融
行
政
に
関
連
す
る
部
局
の
課
長

補
佐
以
上
に
相
当
す
る
職
に
在
職
し
た
こ
と
の
あ
る
職
員
に
対
し
て
、
平
成
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
十
二
月
三
十
一 

一
五 

 



 

四
の
（
2
）
に
つ
い
て 

日
ま
で
の
間
に
銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
等
の
関
係
業
者
等
と
の
間
に
お
け
る
会
食
等
、
倫
理
規
程
第
五
条
に
掲
げ
る

十
二
項
目
の
禁
止
事
項
に
該
当
す
る
事
実
の
有
無
及
び
そ
の
際
の
職
務
に
関
す
る
依
頼
の
有
無
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
逮
捕
さ
れ
た
宮
川
宏
一
前
大
臣
官
房
金
融
検
査
部
管
理
課
金
融
証
券
検
査
官
室
長
及
び
谷
内
敏
美
前

大
臣
官
房
金
融
検
査
部
管
理
課
課
長
補
佐
の
上
司
も
調
査
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

な
お
、
逮
捕
さ
れ
た
こ
の
二
名
に
つ
い
て
は
既
に
捜
査
当
局
の
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
両
名
の
逮

捕
の
被
疑
事
実
と
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｆ
担
」
の
接
待
に
つ
い
て
は
、
捜
査
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
事
実
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｆ
担
」
と
は
、
行
政
当
局
と
の
間
で
個
別
的
な
人
間
関
係
の
形
成
を
行
う
こ
と
を

仕
事
の
一
つ
と
す
る
よ
う
な
金
融
機
関
等
の
職
員
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｆ
担
」
に
つ
い
て
は
、
金

融
機
関
等
と
行
政
当
局
の
間
の
連
絡
や
意
思
の
円
滑
な
伝
達
等
に
役
立
っ
て
き
た
面
も
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
個
別
的
な
人

間
関
係
の
形
成
等
に
よ
り
、
金
融
機
関
等
と
行
政
当
局
の
間
に
求
め
ら
れ
る
節
度
あ
る
緊
張
関
係
が
緩
ん
で
き
た
面
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

一
六 

 



 

四
の
（
7
）
に
つ
い
て 

四
の
（
6
）
に
つ
い
て 

四
の
（
4
）
及
び
（
5
）
に
つ
い
て 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
捜
査
状
況
を
踏
ま
え
て
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
被
疑
者
二
名
に
対

す
る
行
政
処
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
係
監
督
者
に
対
す
る
処
分
も
厳
正
に
行
う
所
存
で
あ
る
。 

今
回
逮
捕
さ
れ
た
二
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
捜
査
当
局
の
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
蔵
省
と
し
て 

 

は
、
捜
査
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

大
蔵
省
紀
律
保
持
委
員
会
は
、
大
蔵
省
職
員
全
体
の
紀
律
保
持
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
り
、
審

査
部
会
と
綱
紀
部
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
審
査
部
会
は
、
紀
律
保
持
委
員
会
の
基
本
方
針
及
び
極
め
て
重
要
な
案
件

に
つ
い
て
の
決
定
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
綱
紀
部
会
は
、
職
員
に
対
し
て
、
倫
理
規
程
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
紀
律
保
持
に

つ
い
て
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点
、
改
善
す
べ
き
点
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
等
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
金
融
服
務
監
査
官
は
、
民
間
金
融
機
関
等
の
検
査
そ
の
他
の
監
督
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
服
務
に
関
す

る
監
査
を
行
い
、
自
ら
積
極
的
に
情
報
の
収
集
及
び
分
析
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
聞
き
取
り
、
職
員
の
身
上
把
握
等
を
行
う 

一
七 

 



 

四
の
（
8
）
及
び
（
9
）
に
つ
い
て 

五
の
（
1
）
に
つ
い
て 

こ
と
に
よ
っ
て
非
行
事
件
の
未
然
防
止
に
当
た
る
と
と
も
に
、
非
行
事
件
が
発
生
し
た
場
合
に
は
調
査
を
行
い
、
必
要
な
処

分
に
つ
い
て
任
命
権
者
に
対
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
融
服
務
監
査
官
は
、
紀
律
の
保
持
に
関
す

る
問
題
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
紀
律
保
持
委
員
会
の
開
催
を
求
め
、
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。 

大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
金
融
行
政
に
関
連
す
る
部
局
の
課
長
補
佐
以
上
に
相
当
す
る
職
に
在
籍
し
た
こ
と
の
あ

る
職
員
に
対
し
、
過
去
五
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
等
の
関
係
業
者
等
と
の
会
食
等
の
有
無
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
株
式
会
社
第
一
勧
業
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
等
に
対
す
る
検
査

に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
所
存
で
あ

る
。 大

蔵
省
の
金
融
検
査
及
び
証
券
検
査
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
検
査
及
び
犯
則
調
査
の
結
果
、
金
融
機
関
、
証
券
会

社
等
に
不
正
融
資
や
損
失
補
て
ん
な
ど
の
法
令
違
反
等
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
告
発
、
行
政
処
分 

一
八 

 



 

五
の
（
4
）
に
つ
い
て 

五
の
（
3
）
に
つ
い
て 

五
の
（
2
）
に
つ
い
て 

株
式
会
社
第
一
勧
業
銀
行
の
不
正
融
資
に
つ
い
て
は
、
検
査
の
時
点
で
は
そ
の
事
実
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
行

の
報
告
か
ら
、
総
会
屋
に
係
る
不
正
融
資
を
同
行
自
ら
が
意
図
的
に
検
査
対
象
外
と
す
る
な
ど
の
検
査
忌
避
を
行
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
平
成
九
年
七
月
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
十
九
条
第

二
項
に
基
づ
き
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
六
十
三
条
違
反
で
告
発
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
併
せ

て
行
政
当
局
が
行
政
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

を
行
う
ほ
か
、
改
善
に
向
け
て
の
対
応
を
促
し
て
い
る
。 

株
式
会
社
第
一
勧
業
銀
行
に
対
す
る
検
査
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
融
資
に
つ
い
て
も
、
そ
の
取
引
開
始
の
経
緯
等
に
つ
き

確
認
し
た
も
の
の
、
同
行
か
ら
は
適
切
な
説
明
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

四
大
証
券
会
社
の
損
失
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
そ
の
端
緒
を
把
握
し
、
犯
則
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
検
察
当
局
へ
の
告
発
等
を
行
い
、
併
せ
て
行
政
当
局
が
行
政
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
九 

 



 

五
の
（
6
）
に
つ
い
て 

五
の
（
5
）
に
つ
い
て 

六
の
（
1
）
に
つ
い
て 

株
式
会
社
第
一
勧
業
銀
行
に
対
す
る
検
査
に
お
い
て
、
同
行
が
検
査
忌
避
等
を
行
っ
た
た
め
不
正
融
資
を
把
握
で
き
な 

か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
を
も
踏
ま
え
、
今
後
、
厳
正
か
つ
実
効
性
の
あ
る
金
融
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
職
責

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

金
融
検
査
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
銀
行
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
銀
行
が
そ
の
業
務
遂

行
上
、
特
に
留
意
を
要
す
る
と
考
え
る
株
主
に
つ
い
て
の
資
料
を
徴
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
指
摘
の
よ

う
な
総
会
屋
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

今
回
の
事
件
を
も
踏
ま
え
、
金
融
検
査
に
お
い
て
は
、
商
法
上
の
利
益
供
与
の
禁
止
を
含
む
法
令
等
の
遵
守
状
況
等
の
実

態
把
握
に
重
点
を
お
い
た
厳
正
か
つ
実
効
性
あ
る
検
査
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
大
多
数
の
職
員
は
紀
律
を
維
持
し
て
職
務
に
当
た
っ
て
お
り
、
不
祥
事
は
基
本
的
に
は
各
人
の
倫
理

観
の
欠
如
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
本
人
は
も
と
よ
り
監
督
者 

二
〇 

 



 

六
の
（
4
）
に
つ
い
て 

六
の
（
3
）
に
つ
い
て 

六
の
（
2
）
に
つ
い
て 

   

大
蔵
省
と
し
て
は
、
大
多
数
の
職
員
は
紀
律
を
維
持
し
て
職
務
に
当
た
っ
て
お
り
、
不
祥
事
は
基
本
的
に
は
各
人
の
倫
理

観
の
欠
如
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
調
査
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
、
厳
正
な
処
分
を
行
う
と

と
も
に
、
結
果
を
公
表
す
る
所
存
で
あ
る
。 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
国
の
財
務
、
通
貨
、
金
融
等
国
民
生
活
や
経
済
社
会
に
密
接
に
か
か
わ
る
事
項
に
関
す
る
行
政
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
一
人
一
人
に
は
高
い
倫
理
観
や
紀
律
の
保
持
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

に
対
す
る
責
任
の
追
及
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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